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日
　
時：
平
成
13
年
４
月
27
日

場
　
所：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

17：

30
〜
20：

30

出
席
者：

２
０
４
名
（
委
任
状
98
名
含
む
）

田
村
会
長
挨
拶

21
世
紀
初
代
の
年
に
…

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
の
源

目
的：

青
年
経
済
人
と
し
て
の
自
己
研
鑽
と

商
工
業
の
一
翼
を
担
う

﹇
自
分
の
会
社
（
企
業
）
が
発
展
す

る
事
を
目
的
と
す
る
﹈

目
的
・
目
標
を
達
成
す
る
為
に
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
時
代
に
合
わ
せ
て
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
活
動
を
変
え

て
行
く
。

今
年
度
の
基
本
方
針

人
と
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

２
０
０
２
年
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
中
国
五
県
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

青
年
部
の
21
世
紀
に
あ
る
姿

我
々
青
年
部
は
、
一
年
一
年
を
大
切
に
し
時
代
に

応
じ
た
活
動
を
し
反
映
し
行
動
に
移
し
て
い
く
！

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
議
事
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

又
、
平
成
14
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
全

員
登
録
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
さ
ん
の
賛
同
の
も
と

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
商
工
会
議
所
青
年
部

通
常
会
員
総
会
講
演
会

日
　
時：

平
成
13
年
４
月
27
日
（
金
）

18：

05
〜
19：

00

場
　
所：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
」

テ
ー
マ：

「
青
年
経
済
人
に
望
む
」

講
　
師：

広
島
商
工
会
議
所
　
会
頭

池
内
　
浩
一
氏

【
講
演
要
旨
】

現
在
の
経
済
不
況
を
如
何
に
切
り
抜
け
る
か
、

日
本
の
進
む
べ
き
方
向
を
考
え
る
時
、
高
齢
化
社

会
（
福
祉
・
年
金
）
・
金
融
再
生
・
雇
用
回
復
を

ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
て
土
地
・
賃
金
が
高
い

そ
の
中
で
常
に
物
を
売
っ
て
生
き
て
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
宿
命
を
如
何
に
上
手
く
解
決

し
て
い
く
か
。
広
島
経
済
界
・
政
財
界
の
役
割
と

し
て
は
雇
用
の
創
出
・
新
規
産
業
の
創
出
が
緊
急

課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
新
規
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
育

成
と
い
う
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
必
要
性

を
否
定
は
し
な
い
が
、
こ
こ
で
再
度
本
業
の
内
容

を
見
つ
め
直
し
制
度

ア
ッ
プ
・
改
革
を
実

行
し
、
新
し
い
事
業

分
野
の
開
拓
を
目
指

し
地
道
に
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ

る
。シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー

に
あ
る
企
業
の
歴
史

に
ヒ
ン
ト
が
多
く
あ
る
。

産
学
協
同
・
現
実
に
即
し
た
研
究
の
実
施
に
よ

り
多
く
の
人
を
集
め
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ

た
。そ

こ
に
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
パ
ッ
カ
ー
ド
社
等
有
名

な
企
業
が
た
く
さ
ん
創
出
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｐ
社
の
社
風
と
し
て
、「
技
術
革
新
を
最
優
先

と
す
る
」「
顧
客
中
心
主
義
」「
個
人
の
意
欲
と
自

主
性
の
尊
重
」「
社
会
の
情
報
は
社
員
全
員
に
」
等
、

福
利
厚
生
の
充
実
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
と
し

て
い
る
。

日
本
の
企
業
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
が
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
言
わ
れ
る
企
業
の
殆
ど
は
突
然

無
か
ら
有
が
出
た
り
、
軽
い
思
い
つ
き
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
成
功
し
て
い
る
殆
ど
の
企

業
は
地
道
な
研
究
開
発
・
人
材
育
成
の
賜
物
で
あ

る
。江

戸
商
人
か
ら
学
ぶ
も
の
と
し
て
、「
商
い
と
言

う
も
の
は
、
一
つ
の
系
列
の
も
の
を
何
時
ま
で
も

大
事
に
奉
っ
て
い
て
は
売
れ
な
く
な
る
。
色
々
な

産
物
を
横
に
並
べ
て
、
組
み
合
わ
せ
て
新
規
の
商

品
を
ド
ン
ド
ン
作
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
商
人
も
哲
学
者
も
宗
教
家
も
共
に
人
間
で

あ
る
、
人
間
と
し
て
物
事
を
考
え
工
夫
し
常
に
新

し
い
何
か
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
こ
れ
が
商
人
道

の
必
死
の
工
夫
に
つ
な
が
っ
て
行
く
」
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
る
。

商
品
を
変
え
ず
に
商
法
を
変
え
て
み
る
。
同
じ

商
法
で
商
品
を
変
え
て
み
る
と
い
っ
た
方
法
で
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ
か
み
多
元
的
な
展
開

も
必
要
で
あ
る
。

青
年
部
に
望
む
こ
と
と
し
て
、

新
し
い
人
材
・
新
し
い
技
術
を
ど
う
や
っ
て
育

て
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の

発
展
あ
る
い
は
新
し
い
分
野
（
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
）

を
見
つ
け
出
し
て
ほ
し
い
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
江
戸
商
人
共
に

心
構
え
（
基
本
）
は
同
じ
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
青
年
部
は
、
新
し
い
時
代
に
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
13
年
度
通
常
会
員
総
会

広島県下各単会青年部会長と県青連役員のみなさま
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広
島
商
工
会
議
所
青
年
部

５
月
例
会
講
演
要
旨

日
　
時：

平
成
13
年
５
月
25
日
（
金
）

17：

30
〜
19：

10

場
　
所：

広
島
商
工
会
議
所
　
１
階
１
０
１
号
室

テ
ー
マ：

「
企
業
に
求
め
る
こ
と
」

講
　
師：

広
島
県
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　辰

野
　
裕
一
氏

公
教
育
の
確
立

３
年
前
か
ら
、
広
島
県
は
是
正
指
導
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
21
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

是
正
項
目
に
つ
い
て
は
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
学
校
は
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
な
の

で
、
他
県
に
お
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
問
題
は

あ
り
ま
す
が
、
広
島
に
お
い
て
は
、
幸
か
不
幸
か

是
正
指
導
を
受
け
た
の
で
、
現
在
は
他
県
よ
り
先

立
っ
て
学
校
は
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
私
が
赴
任
し
た
時
、
広
島
県
の
先
生
は
、
個

人
の
力
は
持
っ
て
い
る
が
組
織
と
な
る
と
力
を
発

揮
で
き
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
、

公
教
育
の
確
立
を
掲
げ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

教
育
は
中
立
、
し
か
も
公
開
性
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
公
開
性
と
は
、
税
金
を
使
っ
て
い
る

の
で
、
地
域
の
声
を
聞
き
、
説
明
す
る
責
任
、
ア

カ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
概
念
は
浸
透
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
言
え
ま
す
。

今
後
は
、
是
正
か
ら
改
革
に
軸
足
を
移
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
島
県
と
し
て
は
、
教
育
に
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
13
年
度
の
教

育
改
革
予
算
は
、
前
年
の
倍
で
、
一
般
会
計
の
４

分
の
１
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
は
前
に
は
進
ま
な
い
の
で

具
体
的
に
何
を
す
る
か
、
県
民
の
意
見
を
広
く
聞

き
、
３
つ
の
目
標
と
そ
れ
ぞ
れ
に
施
策
を
作
り
ま

し
た
。「
学
力
を
つ
け
る
」「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

む
」「
信
頼
で
き
る
学
校
を
作
る
」
学
力
で
い
え
ば
、

基
礎
学
力
定
着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
高
校
学
校
学
力

向
上
対
策
事
業
（
難
関
校
合
格
人
数
が
倍
に
な
る

成
果
）
・
中
高
一
貫
教
育
校
設
置
推
進
・
連
携
教

育
推
進
事
業
・
高
校
生
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事

業
・
小
学
一
年
生
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
・
小
中
学
校

の
教
科
別
少
人
数
指
導
学
校
地
域
社
会
な
ど
で
活

用
で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
い
じ
め
、

不
登
校
、
中
途
退
学
へ
の
対
策
事
業
・
幼
児
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
・
３
大
プ
ロ
に
よ
る
感
動
体

験
事
業
・
広
島
県
こ
ど
も
夢
基
金
の
創
設
全
県
一

斉
の
学
校
へ
行
こ
う
週
間
・
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム

導
入
・
学
校
評
議
員
の
本
格
的
導
入
・
教
職
員
指

導
力
向
上
対
策
事
業
・
わ
が
ま
ち
の
教
育
支
援
事

業
・
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
等
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
固
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
し
て
、

情
報
の
公
開
を
進
め
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
弾
と
し

て
、
情
報
公
開
を
す
る
た
め
に
、
３
年
前
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
情

報
開
示
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
併
せ
て
作
成
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
一
般
に

も
広
く
配
布
し
、
地
域
と
学
校
相
互
に
情
報
が
行

き
来
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
民
間
人
の
校
長
の

登
用
も
い
た
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
民
間
に
お
け

る
組
織
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
期
待
し
て
い
た

の
で
す
が
、
実
際
に
は
教
育
に
対
す
る
識
見
は
、

深
い
も
の
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
の
他
県
と
の
交
流
人
事
も
進
め
ま
し
た
。

色
々
言
う
よ
り
、
他
の
世
界
を
見
る
方
が
効
果
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

企
業
に
求
め
る
こ
と

最
後
に
み
な
さ
ん
に
望
む
こ
と
で
す
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
学
校
評
議
員
等
の
施
策
を
含
め
て
、

県
民
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
た
の
で
、
青

年
部
の
み
な
さ
ん
に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

5

月

例

会

辰
野
教
育
長
様
よ
り
青
年
部
へ

例会後の一杯は最高
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■広島商工会議所青年部ホームページの使い方 

■広島商工会議所青年部ホームページの紹介 

青年部のホームページをリニューアルして３ヶ月経ちます
が、まだご覧になっていない会員の方や、昔一度見たきり
といった方々も多くいられると思われます。今回は新しく
スケジュールや会員企業データベースなどの機能が追加さ
れました。
スケジュールは会議の出欠や委員会どうしの連絡方法とし
てなど幅広く利用できます。
使い方はスケジュールの主な機能紹介で説明していますの
でご覧になってください。

ＵＲＬ入力スタート！

アドレス欄に
http://yeg.ibn-nt.ne.jp/ と入力するとＴＯＰページが
現れます。会員専用ページのボタンをクリックして
パスワードを入力してください。
次に右のような画面が最初に表示されますので行き
たい所をマウスでクリックしてください。

会員企業データベース

検索結果

委員会別掲示板

このページは委員会ごとに分けられた、
情報交換や伝達事項に使われるページ
です。それぞれの委員会の名前が付い
たボタンがありますのでクリックする
と掲示板が現れます。

この他メッセコーナーでは新商品情報やリサイクルコーナーなど様々な情報交換
の場として利用できるようになっていますので是非一度ご覧になってください。

このページは全委員会の情報交換や伝
達事項に使われるページです。自分が
所属していない委員会へ参加するのも
全く問題ありませんし、委員どうしの
連絡方法としてなど幅広く活用してみ
て下さい。

このページでは広島商工会議所青年
部に登録されている企業の情報を見
ることができ登録企業の一覧を表示
したりキーワードで検索することも
できます。
自社の登録内容の変更もこのページ
から行います。

キーワードを入力して検索ボタンをクリック

全委員会別掲示板
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スケジュールの主な機能紹介 

■スケジュールの書込み 

■返信機能 

A

A

B

この時返信希望にチェックを入れると
書込みを見た人が返信する事が出来ま
す。

B メール返信にチェックを入れると書込
みに返信があった時自分宛へメールが
届きます。

まず書込みたい日付をクリックします。

まず返信したい記事の日付をクリックします。

次に返信したいスケジュールの下にある
コメントボタンをクリックします。

新たに書き込まれたスケジュールを表
します。

このマークが付いているスケジュール
に返信するとスケジュールの書込者に
返信メールが届きます。

書き込まれたスケジュールに返信があ
った事を表します。

各項目を記入して返信ボタンを
クリックします。

スケジュールの表示が遅い場合 スケジュールの画面がなかなか表示されない場合があります。
パソコンの性能や通信条件によって個人差がありますがカスタム
設定によってある程度解消されます。
最初にスケジュールの画面でカスタムのボタンをクリックします。
次にユーザーカスタマイズの画面が現れます。
そこで時計表示・六曜表示・24節気表示を非表示にして変更ボ
タンをクリックします。
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１．

講
演
会

日
　
時：
平
成
13
年
６
月
22
日
（
金
）
17：

30
〜
19：

30

場
　
所：

広
島
商
工
会
議
所
　
１
階
１
０
１
号
室

テ
ー
マ：

『
広
島
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
』

講
　
師：

株
式
会
社
　
ス
カ
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役
　
公
認
会
計
士
　
加
藤
新
三
郎

①

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
、
新
産
業
の
創
出
に
つ
い

て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
は
新
規
性
の
あ
る
事
業
の
み

で
は
な
く
、
既
存
の
事
業
で
も
成
長
志
向
の
中
小
企
業

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
る
経
営
者
で
あ
る
。

新
産
業
創
出
の
重
要
性
と
雇
用
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
企
業
だ
け
で
は
成
長
性
と
雇
用
の
創
出
が

見
込
め
な
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
需
要
の
好
循
環
を

創
り
出
し
新
し
い
成
長
産
業
を
創
出
す
る
事
が
鍵
と
な

る
。資

金
調
達
手
法
の
多
様
化
と
言
う
点
で
は
、
銀
行
融

資
に
頼
ら
な
い
金
融
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
型
資
金
循
環

の
確
立
と
同
時
に
、
個
人
投
資
家
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
）
の

育
成
・
敗
者
復
活
社
会
の
実
現
（
連
帯
保
証
制
度
の
問

題
点
）
が
、
真
の
資
本
主
義
社
会
（
株
式
投
資
・
規
制

緩
和
・
官
僚
機
構
の
縮
小
）
の
実
現
へ
つ
な
が
る
。

地
域
の
投
資
家
が
「
顔
の
見
え
る
身
近
な
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
」
に
投
資
育
成
す
る
事
が
ポ
イ
ン
ト
と
成
る
。

こ
の
た
め
に
、
市
民
バ
ン
ク
の
設
立
、
民
間
保
証
機
関

の
設
立
、
広
島
地
域
の
支
援
企
業
・
投
資
家
が
参
加
す

る
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ
ン
ク
の

設
立
と
広
島
地
域
で
の
ロ
ー
カ
ル
証
券
市
場
の
開
設
と

言
っ
た
社
会
構
造
が
必
要
と
な
る
。ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
育

成
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
起

業
家
支
援
機
関
（
ビ
ジ

ネ
ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
）、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
育
成
を
行
い
、
起

業
家
に
対
す
る
個
別
の
創
業
支
援
の
展
開
を
実
現
す

る
。
単
な
る
異
業
種
交
流
会
で
は
無
く
、
個
別
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
る
企
業
支
援
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者
の
啓

蒙
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
育
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
者

に
対
す
る
支
援
方
法
の
啓
蒙
・
研
究
す
る
事
で
あ
る
。

②

「
産
」「
学
」
の
連
携
と
「
学
」
か
ら
「
産
」
へ
の

技
術
移
転
戦
略
の
構
築
に
つ
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ー
ズ
は
圧
倒
的
に
大
学
が
保
有
し
て
い
る
。
大

学
と
産
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
近
接
性
が
「
経
済
活

性
化
」
に
直
結
し
、「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
育
成

〜
企
業
資
金
・
投
資
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
強
化
と
学

内
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
構
築
を
行
う
。

③

Ｉ
Ｔ
革
命
の
推
進
と
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創

造
に
つ
い
て
、
広
島
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
）
は
現
在
、
Ｉ
Ｔ
化
推
進

の
遅
れ
（
電
子
市
役
所
構
想
）
が
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、

高
齢
者
向
け
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
見
つ
け
出
す

事
、
広
島
発
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
誕
生
（
ニ

ッ
チ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
を
促
進
・
支
援
す
る
事
が
必
要

で
あ
る
。

④

広
島
の
産
業
構
造
の
特
色
を
活
か
す
為
に
、
地
方
政

令
都
市
（
札
幌
・
仙
台
・
福
岡
）
と
比
較
し
、
第
２
次

産
業
（
製
造
業
）
が
多
い
事
に
着
目
し
、
蓄
積
し
た
技

術
を
新
し
い
領
域
に
転
用
し
、
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ

る
。[

広
島
は
生
産
県
と
し
て
の
歴
史
が
あ
る
（
造

船
・
繊
維
・
鉄
鋼
・
自
動
車
）]

既
存
事
業
に
お
け
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
＝
第
二
創
業

〜
新
規
事
業
展
開
の
リ
ス
ク
の
低
減
・
社
内
ベ
ン
チ
ャ

ー
制
度
の
拡
充
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
に
よ

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
ち
上
げ
が
課
題
で
あ
る
。

⑤

中
堅
中
小
企
業
の
財
務
体
質
の
改
善
と
地
域
金
融
機

関
の
再
生
を
行
う
為
に
、
中
小
企
業
の
経
営
革
新
、
経

営
改
善
の
支
援
・
地
域
金
融
機
関
の
経
営
安
定
と
中
小

企
業
の
資
金
需
要
に
対
す
る
対
策
を
実
行
し
、
経
営
改

善
計
画
策
定
に
よ
る
債
権
分
類
ア
ッ
プ
（
正
常
、
要
注

意
、
要
管
理
、
破
綻
懸
念
、
破
綻
）
を
行
う
事
に
よ
っ

て
、
中
小
企
業
経
営
者
の
財
務
面
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
実
現
さ
せ
る
。

⑥

「
依
存
主
義
」
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て
、
中
央
集
権

か
ら
地
方
分
権
の
時
代
へ
と
変
革
す
る
事
を
必
要
と
す

る
。
中
央
に
依
存
し
な
い
地
方
独
自
の
産
業
の
育
成
を

す
る
事
に
よ
り
、
個
人
個
人
が
依
存
体
質
か
ら
脱
却
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

⑦

街
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
方
策
は
、
若
者
が
集
ま
る

ス
ポ
ッ
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
重
要
で
あ

る
。
中
国
５
県
か
ら
若
者
が
休
日
集
ま
る
よ
う
な
場
所
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
重
要
課
題
で
あ
る
。
シ
ャ
レ

オ
の
問
題
点
〜
店
舗
の
構
成
（
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
、

飲
食
店
）
〜

２．

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ：『

こ
れ
か
ら
、
広
島
経
済
活
性
化
に
向
け
て

中
小
企
業
は
何
を
す
べ
き
か
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー：

公
認
会
計
士
　
加
藤
新
三
郎
氏

パ
ネ
リ
ス
ト：

社
団
法
人
中
国
地
域
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

事
務
局
次
長
　
熊
田
美
知
氏

広
島
商
工
会
議
所
　
中
小
企
業
振
興
部
　

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長

中
重
孝
治
氏

広
島
商
工
会
議
所
青
年
部
　
青
年
経
済
人
育
成
委
員
会

委
員
長
　
光
廣
昌
史
氏

広
島
地
域
経
済
の
状
況
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
状

況
に
向
か
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

不
況
危
機
か
ら
脱
出
す
る
為
に
は
、
新
た
な
『
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
』、
つ
ま
り
創
造
的
破
壊
を
行
い
、
全
く
新
し

い
『
風
』
を
ふ
か
す
事
が
必
要
。

現
在
、
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
起
業
家
・
学

生
の
参
加
を
呼
び
か
け
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
広
島
商
工
会
議
所
青
年
部

メ
ン
バ
ー
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

6

月

例

会
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募金箱の設置にご協力下さい！

５月25日（金）の例会では、樽募金にご協力をいただき
ましてありがとうございました。
このたび、幅広く募金活動を展開するために、広島県
こども夢基金の募金箱を作製しました。
店舗や事業所に募金箱を２～３ヵ月程度の期間置いて
いただき、広く県民の皆様からの募金にご協力いただ
ければさいわいです。
すでに、協力の申し出をいただいており、まもなく皆
様のお近くでも募金箱が登場してまいります。どうか、
よろしくお願いします。
設置にご協力いただいている企業、機関や団体などに
ついては、今後、ホームページやニュースレターでご
紹介します。

ご連絡は、広島県教育委員会　生涯学習課へ
TEL 082－228－2111 内線　5011～5013
〒730－8514 広島市中区基町9－42
E-mail : gakusyu@pref.hiroshima.jp

URL : http://www.pref.hiroshima.jp/kyouiku/gakushu/
yumekikinn/top.htm

□４月新入会員
普　家　浩　文 ㈲キートス
久　保　祐　三 ㈱大野石油店
田　中　篤　実 ㈱サンテック

□５月新入会員
入会者なし

□６月新入会員
栗　原　竜　一 ㈱河崎組
川　村　晏　� 河崎石油㈱
出　口　湘　子 ㈲ブロードヴュー
網師本　真　季 ㈲エムハートジャパン
秋　月　崇　志 ㈱広島音工
宮　内　規　行 ㈱宮装
中　山　貴　主 ㈱第一ビルサービス

□７月新入会員
土　居　玲　子 ㈱フュージョン
中　村　栄　二 東和セキュリティサービス㈱
角　田　　　覚 ㈱アンネルベッド
増　金　道　晴 大栄紙工㈱

■新しく会員になられた皆さん■

平成13年９月28日（金）11：00～16：00

広島県立広島産業会館　東館　第２展示場

広島の元気な企業約70社（青年部会員）の総合展示会
試飲、試食、サンプル展示、プレゼンテーション、催しなど
（法律・税務相談のブースもあります。）

広島商工会議所青年部事務局　西本
TEL  082－222－6661 FAX 082－222－6664
E-mail : yeg@hiroshimacci.or.jp

日日日日　　　　時時時時

会会会会　　　　場場場場

内内内内　　　　容容容容

おおおお問問問問いいいい
合合合合わわわわせせせせ先先先先
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基本マナー：
・スコアより「良いマナー」を心がけてください。
・スタートの時間は必ず厳守してください。

服装：
・襟つき、袖つきのウエアを着用してください。
・またジーパンは×です。

・スロープレーはみんなの迷惑になります。「プレ
ーは慎重に、歩行は早く」してください。
・グリーンから遠い順番から打っていくのが基本で
す。
・ボール探しは５分以内。

・隣のホールへ球が飛んだ時は、大声で「フォア
ー！」と声をかけてください。何があっても前の
組に打ち込まない。

・打つ人の球の方向を良く見る、良いマナーを。必
ずティーマーカーのそばでティアップしたり、テ
ィーマーカーをまたいでスタンスをとったりする
癖を持った人がおられますが、シャンクやひっか
けもあるのでお勧めはできません。

・お互いに芝を大切にするよう心がけましょう。
ゴルフコース： ゴルフコース： 

ティグランド： ティグランド： 

危　険： 危　険： 

スロープレー： スロープレー： 
・バンカーは球に最も近いところから入り、入った
ところから出ましょう。と言いたいところですが、
少し訂正します。バンカーは低いところから入る。
ボールが近くとも高いところからは入らない。ま
た出る時も同様。

・グリーンに上がったら、まずボールの落下跡の修
復をしましょう。
【ボールの落下跡の修復方法】
穴の中心に引き寄せる（引き起こすと根を切っ
て芝を枯らせる原因）スパイクシューズによる
傷はルール上修復できません。プレーが終わっ
てから修理してください。

・パットする人のラインの前後に立つのは禁物で
す。また同伴競技者のパットラインを絶対に踏ま
ない。同伴競技者のボールの位置・マークをよく
確認して気をつけてください。

グリーン： グリーン： 

バンカー： バンカー： 

財団法人日本ゴルフ協会（JGA）は、ゴルフ規則の制定、
アマチュア競技やオープン競技の主催、ハンディキャ
ップ規定の制定、ジュニアゴルファーの育成から利用
税の撤廃運動に至るまで、ゴルフ界全体を視野に入れ
て活動している団体です。ゴルフに関する情報発信基
地として、以下のホームページをどうぞご覧下さい。

http://www.jga.or.jp/index.html

たばこ：
・煙草の吸殻を捨てる人は「ゴルファーの資格なし」
と心得てください。大抵のコースでは、ティグランド
でのみ煙草が吸えるところが多いです。

ゴルフは４人場合によっては３人、２人でゴルフ場を
かりてやるスポーツ。自分よりまずパートナーのこと
を考えるのがマナーです。マナーの基本的考え方はそ
こから出来ています。ゴルフとエチケットは切っても
切れない関係です。「ゴルフは自然そのものの中で自
らに挑戦するスポーツです。それだけに、プレーにお
いてはエチケットやマナーを守ることが大切です。ラ
ウンド中は常に他のプレイヤーへの配慮を…」少し厳
しいかなと思う部分もありますが、是非これからプレ
ーを始められる皆様も頭の中に置いておいていただき
たいと思います。 

ゴルフは４人場合によっては３人、２人でゴルフ場を
かりてやるスポーツ。自分よりまずパートナーのこと
を考えるのがマナーです。マナーの基本的考え方はそ
こから出来ています。ゴルフとエチケットは切っても
切れない関係です。「ゴルフは自然そのものの中で自
らに挑戦するスポーツです。それだけに、プレーにお
いてはエチケットやマナーを守ることが大切です。ラ
ウンド中は常に他のプレイヤーへの配慮を…」少し厳
しいかなと思う部分もありますが、是非これからプレ
ーを始められる皆様も頭の中に置いておいていただき
たいと思います。 

知っておかなければならない 


